
職場で始める！
感染症対応力向上プロジェクト

東京都福祉保健局
感染症対策部防疫・情報管理課

－ 事 業 説 明 －
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感染症対応力向上プロジェクトとは

• 新型コロナウイルスをはじめ、海外で流行している感染
症やインフルエンザなど、感染症に関する基礎知識を
学ぶことができます。

• 職場で感染症発生に備えた対策が実施できます。

• 風しんの予防対策を推進し、社員と未来の赤ちゃんを
守ることができます。

＜本プロジェクトの取組＞



◆取組コース設定や教材等作成・提供

◆参画企業名を都ホームページに公表
し、取組をＰＲ

東 京 都

◆企業への事業周知（説明会等において経営戦略上のメリットをアピール）

◆企業へのフォロー（相談、支援等）

東京商工会議所

◆予防接種等協力医療機関の確保

◆産業医や地域産業保健センター
の協力体制の確保

東京都医師会

連携・協働 都内の
企業等

連携・協働

三者で連携体制を構築し、それぞれの強みを生かし企業の感染症対策をサポート

特徴①企業団体、医師会、行政が後押し

連携・協働



5令和３年度「職場で始める！感染症対応力向上プロジェクト」事業周知用チラシ（抜粋）



必要な知識の習得や風しん予防対策など、実践すべき
取組を３コース設定。企業は実情に応じたコースを選択
して、すぐに取り組むことができます。

コースⅠ 感染症理解のための従業者研修

コースⅡ 感染症ＢＣＰ（業務継続計画）の作成

コースⅢ 風しん予防対策の推進

特徴②企業にとってやるべきことが明確な
「コース」

 各コースとも、支援ツールの提供などにより、企業の
取組をサポートします。



コースⅠ 感染症理解のための従業者研修

目的
従業員が感染予防に必要な知識を習得
する。

事業所で
実施すること

従業員に対し自習教材を用いた研修を
実施する。

提供する
教材等

感染症基礎知識ドリル（自習教材）

達成基準 従業員の8割以上が教材受講

コースⅠの概要



コースⅡ 感染症ＢＣＰ（業務継続計画）の作成

目的
職場での感染症発生時に業務が円滑に
継続できるようにする。

事業所で
実施すること

ひな形を活用し事業所単位のBCPを作成
する。

提供する
教材等

BCPひな形・BCP作成ガイド

達成基準 事業所単位でのBCP作成

コースⅡの概要



コースⅢ 風しん予防対策の推進

コースⅢの概要

目的 職場で風しん流行を防止する。

事業所で
実施すること

従業員の風しん抗体（免疫）保有を確認し、
抗体を保有しない従業員には予防接種
等を促す。

提供する
教材等

コースⅢ実施ガイダンス
予防接種等協力医療機関の紹介

達成基準 風しん抗体保有者が従業員の9割以上



本プロジェクトに参画する企業を都ホームページ

に公表し、取組をPR

○ 参加申込をした企業・・・「協力企業」

事業所や部署単位での申し込みも可

※ 「協力企業」の掲載期間は６か月間

○ コースの基準を達成した企業・・・「達成企業」

※ コースⅢは到達段階（抗体保有者割合7割、8割）

に応じて企業・事業所名を掲載

（希望により公表しないことも可能）

都のホームページに企業名を掲載



これまでの企業の取組状況

協力企業 延べ1,621企業・事業所

コースⅠ 820企業・事業所

コースⅡ 592企業・事業所

コースⅢ 209企業・事業所

うち達成企業 延べ448企業・事業所

コースⅠ 334企業・事業所

コースⅡ 110企業・事業所

コースⅢ 27企業・事業所

※令和４年３月末時点



「達成企業」ホームページ公表画面（一部）


